
地附山の災害と丸山孝四郎翁
（平成2年度春の例会特別講演報告）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　コ　　　　　　ロ　丸山さんは大正4年に長野市に生れ，昭和19年より地附山の麓を開墾し，以後りんごを造っておられる地

元の農家の方である。

　地附山の災害に関する研究をまとめた「災害報告書（グラビア信州）」の中に専門家の研究報告書に混っ

て，丸山さんの報文があった。鍬を振って耕す時，晴れれば硬く雨が降れば柔らくなるこの大地のことを良

く知っておられたから，山肌を削って造られる観光道路に対して，不安をいだかれていた。

　昭和60年7月25～26日にかけて地すべりが発生した。不安は現実となった。丸山さんは自己の考えを証明

するため，過去の写真や歴史を集め，現地を歩き，すべりの実験などを行っている。疑問を解くために努力

される丸山さんの姿は，我々にとっても学ぶべきものが多い。

　新潟応用地質研究会では，例会の講師として丸山さんを迎えることになった。一面識もない人に，いきな

り講演をお願いするのは蹟躇されたが，勇気を出してお手紙をさしあげ，無理を承知で何んとか承諾をいた

だいた。

　本年5月18日，研究会のメンバーで丸山さんを訪ね，自宅を借りて打合せをし，午後からは地附山見学の

案内をしていただいた。

　丸山さんは御高齢でもあり，長野一新潟は時間的に遠く，例会の前日に新潟へ来ていただき一泊していた

だくことにしたが，本人は「質素で安価な宿」を希望された。会で宿泊費は負担するのだが，気をつかって

いただいた。

　本会は再発足に当って，　「広い視野で異った分野との交流」を誓った。その意味において丸山さんの講演

は意義深いものがあったと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川島副幹事長）
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　　　　　　　　　　　　　地附山を案内される丸山さん（左端）
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天災か　人災か

地附山　崩落ではない

バードラインが落ちたのだ
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井つとL私がみ’茶き必゜氏も’ドlll°でが県らも多らlll1明にい如だ上こさあ低導あ

：菖2£旨筐露帯蠕霞2量鑑〉峯2㌫薯‡手蓼；1崇｛璃影ぞ蓼叢霞9
人　戒にたニカ梼に台け地情川は役げ衛段　諸さ告頂　らぬ貰はの御忙つき　万
達　めなの1タ築も程よ表がかな人たをを　兄れ先き　出と任一・陳回中たわ　象
は　てつみルビ中’のうになぬい方建まL　姉」方」　来あ者片情答誠覚め　を
ll　おてだのラの商家と出い゜°の築ねら　如のもと　ぬるののは御にえて　思
　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　ロ

・の知聞うすす稚無只の機　難　蕎→’…麟　　　　　　　　　　　 o　あし
る様つけ　つ気るな断道は材　　い　　写真36逆さに掲げたのではない、堀り出して搬出しても　ろた

竃製語当顯転ξ；㌶襟；㌍7㌫沼ζ差元蒙、鷺㍑こ邊
　　　　　、　　　　　　　　　o

の宅六、「．なホi　いい下べ植ら　　十　ずおてか民しう　ま人らと　を間時1
先へ　mい1’・て゜のト者なrl　＝　 ’方おご対て゜↑，’i・い民“’官犯違にり住
のはづ程とム避律を人駐ナをい分　一　火は役用談来選な・°に受高尊すえ依ン民

語謡芸講1舞議ジ2蓼‡警霞墾量灘i聾‖聾解顯ζ2
凄ξ窟ま‘烈澗狸；2；1主崇｛曇綴篇芒き衰轟勇go：垂賠義θll裂享竃

苫；羅元霧L湧苔湯旨㌧；1蒔篇豊警∫騒竃；i玲毒a害舞だ㌍鵠
とるれ場か市れは災保安米東ら入なにつ身し゜’つでで゜ち天と湧当井
竃顯㌢箒く［懸ii難竃㌶…ξ壽‖謬琴》套聾㌶竪
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宅狸鵯2鵠巽日鰐澆i正詫ぞ㌶住護墓二繧籠あ富二砦
地jEに非思て’す゜米生L・はすそし讃もた゜し民云難た十あいは移答゜°十の

1霞懸ll轟竃韓纏萎iji縄有　攣li竃

　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

黍玩舗鷲鯉主託誌鷲難要霞遠潔舗‡瀦悲契㍑
き試’災生枯遇し尚た゜国なかのがうりに云えめん役み夜温事っ含゜云観のど゜形
上練者だしつめ裏の彼志おず時形ちだ通うしぬで所’はのどてま然う的工ち旧に
ζ52差1㌃㌃言‘遷裏ξ；量警c元あ：壽竃λ亘響芒き8ぎ8と元奈蔭た灌6

誘鯵纏菱舗箋鑓元霧竃誘霧翼竃…暴蓬鐘曇雛竃曇裏
ζれ過のっ飛年又才敗もい地しろ意四あ事ら地あ今寒は果の゜固をゆねすが合性
　’去だたと代立頃’魅かにかうの’りで’価ろ後さ湿実ぺ果な失るて必なわの
心新に゜者称もちだ命力゜人ず゜通再’あ六もう．もを気をた実ヒわ所米要いせあ
身し恋　がす大’つかを　心’　る五石ろ三’°尚覚を美゜も層なはた・が゜’る
のく々　多るH遂たら覚　相地　世’にう年六銀’え帯しこ野でいす゜あ自う建
竃霞護竃§t匡1鶉饒竃澆竃鑓…蓼顯聾簾美運耀
をたな’み’のをあ路曹・想人　　’当つど現頭保々い気けの美埋灰観イ　壊と築
祈人く、　て尾大盛る逃操　郷の　堅つた又行初との゜はる朝昧土岩的ッ　す曲し
り生　　良羽崩ん゜げで　を和　固てめ至通評し意　下゜晩とにはでエ　’るがて
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でをがしはにい上す云出た危そ゜こ
゜つ来゜険う十の
＿てる今だな六本
住いで回とり年は
所たしも云ま日少
〒つよ私つし本く
380けうのたたはも
畏と　゜思ら゜敗二
野’後い’四け○
市思年の十十る年
上いあ通四六とは
松出のる年年申取

る盗天ちこ　げ
哲今岳蓋誌て
はがめむ虫おこ
’ち’なとのの
汝てかりさが駄
の盗し’びた文
心まこ汝とめの
もざはらがに筆
ある虫おそ財2を
るなとのこ宝ら置
ぺりさがなをく

三し時所後こしつ　し゜びたしこ地事
　　　　　　　　　゜汝とめ　にに1て奴とにのたて
七下は’そ地ら置　イのがに盗積し
　　　　　　　　　工宝損財人むま1さあ通うの’い

鵠麹縛幹ス欝認牡
）幸事所ま化後さ　　　’
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